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【
短
歌
】

作
品
募
集
の
部

天
位

　
　
明
日
か
ら
放
射
線
治
療
始
ま
り
ま
す
友
の
メ
ー
ル
に
身
の
引
き
し
ま
る

　
　
　
　
　
関
園そ

の
こ子

地
位

　
　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
腕
に
誇
り
持
ち
農
業
女
子
は
未
来
を
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
聰そ

う
こ子

人
位

　
　
友
人
の
一
風
変
わ
る
ア
イ
デ
ア
が
場
を
和
せ
て
視
界
を
照
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
帆ほ

の
か香（
花
巻
南
高
）

当
日
詠
の
部

互
選
最
高
点
歌
賞

　
　
　
　
城
跡
の
坂
道
し
ぐ
れ
鳥
た
ち
は
ほ
ど
よ
き
木
蔭
に
入
れ
て
ゆ
く
な
り

　
　
　
　
　
　
千
田
正し

ょ
う
へ
い平

特
選

　
　
コ
ロ
ナ
に
て
四
年
休
み
し
当
日
詠
今
日
久
び
さ
に
仲
間
と
詠
め
り

　
　
　
　
　
　
　
石
黒
和か

ず
お夫

特
選

　
　
間
一
髪
霜
降
る
前
に
菊
摘
め
り
幸
せ
色
を
小
鉢
に
よ
そ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
聰
子

　
　
　
　

中
学
生
の
部

奨
励
賞

　
青
空
に
打
ち
寄
せ
る
波
輝
や
い
て
時
間
を
忘
れ
青
に
飛
び
こ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
真ま

お桜（
西
南
中
２
年
）

　
　
　
　
雨
あ
が
り
あ
じ
さ
い
の
上
の
し
ず
く
に
は
青
空
青
春
光
っ
て
う
つ
る

　
　
　
　
　
　
佐
々
木
彩あ

や

か花（
湯
口
中
２
年
）

　
　
　
　
君
か
ら
の「
会
い
た
い
」だ
け
で
モ
ノ
ク
ロ
な
僕
の
世
界
は
す
ぐ
に
色
づ
く

　
　
　
　
髙
橋
芽い

ぶ
き姫（

同
）

　
　
　
　
お
ぼ
れ
か
け
息
も
絶
え
だ
え
死
の
予
感
冷
た
く
苦
い
五
歳
の
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
一ひ

め愛（
大
迫
中
２
年
）

　
　
　
　
は
あ 

ま
た
か 

長
女
の
役
目「
怒
ら
れ
る
」妹
た
ち
よ
も
う
や
め
て
く
れ

　
　
　
　
　
蔦
谷
和わ

こ子（
花
巻
北
中
２
年
）

　
　
　
　
奥
歯
ゆ
れ
歯
ぐ
き
ふ
ん
ば
り
赤
に
じ
む
冷
た
い
水
が
し
み
る
こ
の
夏

　
　
　
　
　
　
吉
田
千ち

ひ
ろ紘（

同
）

【
詩
】

芸
術
祭
賞

　「
私
は
」　

　
　
　
　
　
朝
倉
了り

ょ
う
こ子

優
秀
賞

　
　

　「
時
の
雫
」　

　
　
　
　
英

は
な
ぶ
さ

阿あ

ね

こ

音
子

奨
励
賞

　
　

　「
夏
の
こ
ど
も
」　

　
　
大
森
敦あ

つ
こ子

佳
作

　
　
　

　「
あ
な
た
と
わ
た
し
」

　
ル
デ
ィ
ア
・
ひ
ろ
こ

　「
窯
は
眠
れ
な
い
」　

　
安
部
勝か

つ
え
い衛

　
　

　「
上
り
列
車
」

　
　
　
　
永
田
豊

ゆ
た
か

中
学
生
の
部

奨
励
賞

　「
お
は
よ
う
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

　
　
　
藤
田
凛り

ん

か花（
大
迫
中
１
年
）

　「
見
え
な
い
だ
け
で
」

　
　
　
澤
田
佳か

の

ん音（
西
南
中
２
年
）

　「
自
然
の
不
思
議
な
力
」

　
　
　
遠
山
莉り

お央（
大
迫
中
１
年
）

　「
か
え
る
」

　
　
　
高
橋
莉り

あ愛（
石
鳥
谷
中
１
年
）

【
随
筆
】

芸
術
祭
賞

　「
一
人
じ
ゃ
な
い
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
結ゆ

い
か香（

花
巻
南
高
）

優
秀
賞

　
　「
親
父
の
車
と
私
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
な
ゆ
た（
同
）

奨
励
賞

　
　「
裏
山
の
湧
水
に
想
う
」　

　
　
　
　
　
　
　
藤
井
茂し

げ

佳
作

　
　
　「
私
の
貴
重
な
経
験
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
想こ

こ

な菜（
花
巻
南
高
）

　
　
　
　
　「
神
楽
と
の
暮
ら
し
」　

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
楓

か
え
で（

同
）

　
　
　
　
　「
愛
に
あ
ふ
れ
た
地
域
を
」　

　
　
　
　
　
　
小
林
な
な
み（
同
）

【問い合わせ】 本館生涯学習課（☎41-3588）

【
川
柳
】

総
合

一
位

　
及
川
洋よ

う
い
ち
ろ
う

一
郎

　
　
　
二
位

　
宮
野
裕

ゆ
た
か

　
　
　
三
位

　
藤
川
忠た

だ
み巳

宿
題
の
部

特
選

　
名
曲
に
心
が
揺
れ
て
旅
仕
度

　
　
　
　
　
　
高
橋
え
り
子（
宿
題「
揺
れ
る
」）

　
　
　
ひ
ら
が
な
の
声
掛
け
合
っ
て
散
歩
道

　
　
　
宮
野
裕（
宿
題「
声
」）

　
　
　
新
緑
を
楽
し
む
老ろ

う
は
は母

の
車
椅
子

　
　
　
　
　
山
口
耕こ

う
さ
く作（

宿
題「
楽
」）

　
　
　
人
類
の
輪
と
知
恵
試
す
大
自
然

　
　
　
　
　
藤
川
忠
巳（
宿
題「
自
由
吟
」）

席
題
の
部

特
選

　
地
球
儀
の
涙
を
見
た
か
羊
雲

　
　
　
　
　
　
及
川
洋
一
郎（
席
題「
雲
」）

　
　
　
湯
豆
腐
を
温
め
な
お
す
仲
直
り

　
　
　
　
　
及
川
洋
一
郎（
席
題「
鍋
」）

中
学
生
の
部（
宿
題「
空
」「
歌
」）

特
選

　
見
上
げ
れ
ば
誰
か
と
つ
な
が
る
青
い
空

　
　
神
山
咲さ

き綺（
湯
口
中
３
年
）

　
　
　
歌
う
た
い
み
ん
な
の
笑
顔
あ
ふ
れ
だ
す

　
　
照
井
湊そ

あ愛（
西
南
中
２
年
）

秀
逸

　
青
空
に
家
族
の
思
い
出
記
録
す
る

　
　
　
　
伊
藤
真
桜（
同
）

　
　
　
眠
る
子
に
優
し
い
母
の
子
守
歌

　
　
　
　
　
高
橋
美み

お桜（
同
）

佳
作

　
満
点
の
星
空
見
上
げ
笑
顔
咲
く

　
　
　
　
　
照
井
蒼そ

う

た大（
同
）

　
　
　
空
見
る
と
自
分
の
悩
み
消
え
て
い
く

　
　
　
佐
藤
奏か

な

め芽（
同
）

　
　
　
天
高
く
空
ま
で
届
け
こ
の
願
い

　
　
　
　
　
伊
藤
真
桜（
同
）

　
　
　
よ
い
日
の
出
気
分
晴
れ
ば
れ
青
い
空

　
　
　
藤
原
彩い

ろ

は花（
同
）

　
　
　
見
上
げ
れ
ば
空
に
は
無
数
の
贈
り
物

　
　
　
藤
原
朱あ

か
り理（

同
）

　
　
　
目
覚
ま
し
に
早
く
起
き
て
と
セ
ミ
の
歌

　
　
根
子
愛あ

い
り梨（

同
）

　
　
　
声
を
出
し
み
ん
な
に
届
け
熱
い
歌

　
　
　
　
菊
池
元げ

ん
じ慈（

同
）

　
　
　
猛
暑
日
に
ず
っ
と
聞
こ
え
る
せ
み
の
歌

　
　
照
井
蒼
大（
同
）

　
　
　
友
達
と
心
か
よ
わ
せ
歌
う
た
う

　
　
　
　
　
原
唯ゆ

い
か夏（

同
）

　
　
　
た
く
さ
ん
の
希
望
届
け
る
こ
の
歌
で

　
　
　
伊
藤
真
桜（
同
）

　
　
　
子
守
り
歌
き
い
て
う
た
た
ね
午
後
三
時

　
　
松
下
倖こ

う
た大（

湯
口
中
３
年
）

【
俳
句
】

作
品
募
集
の
部

団
体
賞

　
　
東
和
句
会

特
選

　
　
　
牛

い
の
こ
づ
ち膝

さ
み
し
い
人
に
付
い
て
い
く

　
　
　
　
武
田
稲と

う
こ子

　
　
　
　
　
水
口
に
泥ど

じ
ょ
う鰌

ゆ
ら
ゆ
ら
水
落
と
す

　
　
　
　
上う

わ
の
せ
つ
こ

野
節
子

　
　
　
　
　
秋
の
蝉
一
首
残
し
て
庭
を
去
る

　
　
　
　
　
小
原
裕ひ

ろ
ふ
み文

　
　
　
　
　
墓
掃
除
四
十
四
年
と
嗣し

し子
と
な
り

　
　
　
　
清
水
嘉よ

し
の
ぶ信

当
日
詠
の
部

互
選
最
高
点
句
賞

　
　
　
　
　
天
辺
は
鳥
の
領
域
柿
を
捥
ぐ

　
　
　
　
　
　
安
部
克か

つ
え
い詠

特
選

　
　
　
し
ろ
が
ね
の
月
を
上
げ
た
り
葱ね

ぎ

畑
　
　
　
　
髙
橋
和か

ず
え枝

　
　
　
　
　
今
年
米
赤あ

こ
う穂

の
塩
が
あ
れ
ば
い
い

　
　
　
　
武
田
稲
子

　
　
　
　
　
反
戦
の
声
の
と
ど
か
ず
冬
に
入
る

　
　
　
　
後
藤
冴さ

え
こ子

　
　
　
　
　
ラ
ン
ド
セ
ル
ふ
た
つ
行
く
畦あ

ぜ

小
春
空

　
　
　
市
川
和か

ず
こ子

中
学
生
の
部

奨
励
賞

　
　
憂
う
つ
な
雨
が
あ
じ
さ
い
光
ら
せ
る

　
　
　
川
村
碧あ

お

い泉（
花
巻
中
３
年
）

　
　
　
　
　
一
日
が
花
火
の
よ
う
に
過
ぎ
て
ゆ
く

　
　
　
笹
木
雄ゆ

う
し
ん心（

同
）

　
　
　
　
　
見
上
げ
れ
ば
空
ひ
と
り
じ
め
天
の
川

　
　
　
小
山
田
智ち

さ咲（
湯
口
中
３
年
）

　
　
　
　
　
花
火
咲
き
空
も
心
も
満
開
に

　
　
　
　
　
　
根
子
愛
梨（
西
南
中
２
年
）

　
　
　
　
　
吹
く
風
に
秋
を
感
じ
る
観
覧
車

　
　
　
　
　
高
橋
快か

い（
湯
本
中
３
年
）

　
　
　
　
　
あ
じ
さ
い
が
キ
ラ
キ
ラ
ひ
か
る
雫
か
な

　
　
伊
藤
陽は

る
と翔（

大
迫
中
３
年
）

花
巻
市
民
芸
術
祭

第
17
回
文
芸
大
会

　
生
涯
学
習
の
発
表
の
場
と
し
て
、
今
年
も
開

催
さ
れ
た
花
巻
市
民
芸
術
祭
。
11
月
18
日
に

は
、
ま
な
び
学
園
で
第
17
回
文
芸
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
入
選
作
品
を
紹
介
し

ま
す
。

＊�

入
選
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
入
選

者
の
敬
称
と
選
者
は
省
略


